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建産協では優良断熱材（ＥＩ）認証制度の実施規定を２月４日付で改訂しました。 

改訂のポイントは、次の２点です 

１．新たに認証区分Ｃとして中間加工事業者、及び流通・販売事業者をそれぞれ新設 

２．認証区分Ａ、Ｂ及びＣ(製造業者)に加工製品も認証対象製品として追加 

前者についてはＪＩＳ製品あるいはＥＩ製品を購入し、加工を加え自社ブランドで販売する事業者の

製品、及びＪＩＳあるいはＥＩ認証工場で製造する製品を購入し、やはり自社ブランドで販売する事業

者の製品です。これらの製品を認証対象としたことで、これまでの認証区分製品を含め、市場に流

通する大半の断熱材が認証対象としてカバーできる事となりました。 

後者については、熱性能に影響を与えない切断加工や貼り合わせ製品も認証できることとなり、

さらにＥＩ認証対象の範囲が広がりました。 

 

新しい優良断熱材実施規定は建産協ホームページ｢優良断熱材認証制度｣サイトに掲載していま

す。 
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平成２７年３月１０ 

優良断熱材認証制度実施規定－改訂のお知らせ 

お問合せ先 

一般社団法人日本建材・住宅設備産業協会  担当：須田（suda@kensankyo.org） 

ＴＥＬ：０３（５６４０）０９０１  ＦＡＸ０３（５６４０）０９０５ 



新築・リフォームの際には、　   
　　優良断熱材認証マーク製品をご用命ください。

一般社団法人 日本建材・住宅設備産業協会

ついている断熱材が
おすすめです！
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優良断熱材認証マークは、
安心と信頼の証

あかし

です。

【優良断熱材認証制度のご紹介】

優良断熱材認証（EI）マーク

優良断熱材認証
(EI)マークの

熱抵抗値
m2・K/ＷEIマークで表示する数字　　は熱の伝わりにくさです。

建産協はそれが適正であることを認証しています。

信頼できる性能の断熱材を、安心してお使いいただくために…

生産品質

JISQ9001取得
（ISO/IEC9001）

第三者生産品品質
審査機関で審査実施

自己適合宣言
（JISQ1000等）

第三者試験機関で試験実施
A B-1

第三者試験等審査機関で審査実施

自己適合宣言（JISQ1000等） B-2 C

同協会では「低炭素建築物認定制度」などにおい
て本認証製品を区分Aと位置付け、図面審査や
建築現場でのチェックの際もマーク確認のみで行
えることとしています。

■（一社）住宅性能評価・表示協会による優良断熱材認証製品の評価

試
験
品
質

※本認証製品とJIS製品はAに属します。

図面審査・現場のチェックも認証マークの確認のみで行える。



性能表示値が適正
であることを認証。
ユーザーに信頼できる
製品であることを
アピールできます！

JIS製品以外の
断熱材にも
認証が適用できます！
断熱材加工、流通販売事業者等、
現在JISを取得されていない製品
にも取得が可能です。

　マークの掲載
・カタログ
・製品梱包
・ホームページ等に
　認証マークを
　表示できます。

本認証制度は… 	 断熱材の製品性能と品質管理体制を審査し、性能表示値が適正であることを認証する
	 ことによって優良な断熱材を普及させることが目的です。

断熱材の性能（数値）表示マークで

優良性能をアピール！

優良断熱材
認証制度

優良断熱材認証（EI）マーク

「JISマーク表示制度と同等の第三者認証制度」

一般社団法人 日本建材・住宅設備産業協会
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断熱材として必要な熱抵抗値が
一目でわかるマークを製品に表示！

生産品質

JISQ9001取得
（ISO/IEC9001）

第三者生産品品質
審査機関で審査実施

自己適合宣言
（JISQ1000等）

第三者試験機関で試験実施
A B-1

第三者試験等審査機関で審査実施

自己適合宣言（JISQ1000等） B-2 C

同協会では「低炭素建築物認定制度」などにおい
て本認証製品を区分Aと位置付け、図面審査や
建築現場でのチェックの際もマーク確認のみで行
えることとしています。

■（一社）住宅性能評価・表示協会による優良断熱材認証製品の評価

試
験
品
質

※本認証製品とJIS製品はAに属します。
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図面審査・現場のチェックも認証マークの確認のみで行える。


